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	平成３１年度へ向けた方策

	１　子どもたちの育ちの状況
〇　春先に比べ、レベルは向上した。参加当初はぎこちなかったが、　　　
　最近はお互いに楽しそうに参加している。
· 慣れて、指導に従わず、ふざけたりする子どもが時々いる。


	
→　継続

→　礼儀や守るべき事柄を
継続して指導していく。

	２　活動の内容・仕方・講師の声
　・バトミントン、卓球では、会場や設備の関係で交代しながら
遊ぶ。
　・工作、エコ工作では講師の指導や手助けを得ながら作品を作る。
　・講師からは礼儀やマナーが悪く、指導に従わない子どもが
しばしばいるとの指摘を受ける。

	
→　活動内容は継続。

→　　同　上
→厚生員の協力も得ながら
礼儀作法の指導を継続。

	３　関係機関との連携
（１）地　域
　　教育活動サポーターは地域住民の協力。


（２）児童館・児童クラブ
　　教育活動サポーターの人手不足の場合は手伝う。
　　最初と最後の礼儀の指導。

（３）学　校
　　「子ども教室だより」を全校児童に配布。


（４）その他の機関
　　　シルバー人材センターより講師の紹介。

	　
左の項目は全て継続。

	４　その他（参加募集や広報の仕方など工夫したこと）
　　毎月、学校に依頼して全校児童に子ども教室の開催案内を配布。


	
→継続　


＊来年度に向けた方策がありましたら、書ける範囲で記述をお願いします。
